
配偶体は大きく、茎はふつう長さ1cm以上。葉は密につく。薄板は中肋上にあって1-7細胞の高さ。大型

で、茎は長さ8cmに達する。葉は舌形で中央部がもっとも幅広い。薄板は2-3細胞の高さになる。

現状は不明。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Atrichum  crispulum  Schimp. ex Besch.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

宍粟市、朝来市、香美町

■ 国内分布

本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

スギゴケ科

兵庫県ランク…チヂレタチゴケ
環境省ランク… －


